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20020033年透析導入患者原疾患別比率年透析導入患者原疾患別比率

糖尿病性腎症糖尿病性腎症：：41.041.0％％

慢性糸球体腎炎：慢性糸球体腎炎：29.1%29.1%
腎硬化症：腎硬化症：8.58.5％％

多発性嚢胞腎：多発性嚢胞腎：2.32.3％％

慢性腎盂腎炎：慢性腎盂腎炎：1.01.0％％

急速進行性糸球体腎炎：急速進行性糸球体腎炎：1.21.2％％



糖尿病の合併症糖尿病の合併症

細小血管障害細小血管障害（網膜症，腎症など）（網膜症，腎症など）

神経障害神経障害（末梢神経障害，自律神経障害など）（末梢神経障害，自律神経障害など）

大血管障害大血管障害（狭心症，（狭心症，閉塞性動脈硬化症閉塞性動脈硬化症，，

脳血管障害など）脳血管障害など）





症例１．症例１．

年齢年齢 ７０歳７０歳 性別性別 男性男性

既往歴既往歴 ４５歳～糖尿病４５歳～糖尿病

５７歳～脳梗塞５７歳～脳梗塞

６３歳～糖尿病性腎症６３歳～糖尿病性腎症

６５歳～心筋梗塞６５歳～心筋梗塞

６８歳６８歳 血液透析導入血液透析導入

ＡＳＯにて左足第４指切除ＡＳＯにて左足第４指切除

７０歳７０歳 ＡＳＯにて右足第１，４，５指切除ＡＳＯにて右足第１，４，５指切除

７０歳時７０歳時 右足右足趾趾切除前のＡ切除前のＡBBＩ：Ｉ： Ｒ：０．８０～１．０１Ｒ：０．８０～１．０１

Ｌ：０．９６～１．４１Ｌ：０．９６～１．４１

ABIABI評価だけでは不十分評価だけでは不十分 もっと末梢部の血流評価が必要！もっと末梢部の血流評価が必要！



この血管血流をこの血管血流を
ドップラー聴診器でドップラー聴診器で
みてみようみてみよう



ⅠⅠ．超音波ドップラーによる検査．超音波ドップラーによる検査

AABBＩＩ（（ankle brachial pressure index)ankle brachial pressure index)測定測定

測定部位：両測定部位：両内果部近位内果部近位のの後脛骨後脛骨動脈でドプラー聴動脈でドプラー聴
診器にて収縮期血圧を測定診器にて収縮期血圧を測定

計算：計算：内果部後脛骨内果部後脛骨動脈収縮期血圧／上腕動脈収縮期血圧動脈収縮期血圧／上腕動脈収縮期血圧

ＴＴBBＩＩ（（toe brachial pressure index)toe brachial pressure index)測定測定

測定部位：両足の固有底側測定部位：両足の固有底側趾趾動脈第１足動脈第１足趾趾部で部で
ドプラー聴診器にて収縮期血圧を測定ドプラー聴診器にて収縮期血圧を測定

計算：計算：固有底側固有底側趾趾動脈第１足動脈第１足趾趾部収縮期血圧／上腕動脈収縮期血圧部収縮期血圧／上腕動脈収縮期血圧

DPBDPBＩＩ（（dorsalisdorsalis pedispedis brachial pressure index)brachial pressure index)測定測定

測定部位：測定部位：足背部足背部のの前脛骨前脛骨動脈でドプラー聴診器に動脈でドプラー聴診器に
て収縮期血圧を測定て収縮期血圧を測定

計算：計算：足背部前脛骨足背部前脛骨動脈収縮期血圧／上腕動脈収縮期血圧動脈収縮期血圧／上腕動脈収縮期血圧

同一症例に同時に同一症例に同時にABIABI,,TBITBI,,DPBIDPBIを測定し、比較、評価を測定し、比較、評価
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ⅡⅡ．．formform（オシロ（オシロ

メトリック法）によメトリック法）によ
る検査る検査
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前脛骨動脈前脛骨動脈と後脛骨動脈後脛骨動脈を別に測定したい

前脛骨動脈の拍動部を確認しその上にウレタンスポ前脛骨動脈の拍動部を確認しその上にウレタンスポ
ンジ（ンジ（20mm20mm厚）をあてる厚）をあてる



前脛骨動脈の拍動部をウレタンスポンジで覆いその前脛骨動脈の拍動部をウレタンスポンジで覆いその
上にマンシェットを巻く上にマンシェットを巻く



これで前脛骨動脈の拍動を拾わずにこれで前脛骨動脈の拍動を拾わずに

後脛骨動脈の拍動を主に拾うことができる後脛骨動脈の拍動を主に拾うことができる

前脛骨動脈の測定前脛骨動脈の測定
も同様に行なうも同様に行なう



前
脛
骨
動
脈

後
脛
骨
動
脈

ABI 1.15

ABI 1.13

ABI 1.14

ABI 0.78
血管エコーでも同様



ⅢⅢ．レーザードップラーによる検査．レーザードップラーによる検査
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pre post 1m

post 3m
48歳 女性 透析歴9年 HT GradeⅢ

3年前より両下肢間歇性跛行
（FontaineⅡb）出現。昨年、左第３趾
amputation施行。本年より右趾・踵部に

潰瘍の出現と増悪、疼痛強度のため、車
イスにて当院紹介入院となる。

下肢血管造影にて両BKVに完全閉塞を

認める。人工炭酸泉治療開始３ヶ月後、
独歩にて軽快退院。現在、自宅にて在宅
人工炭酸泉療法を継続中。
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測定測定

時間時間

症状の症状の
反映反映
FontaineFontaine

石灰化石灰化
影響影響

測定測定

技術技術

保険保険

点数点数

超音波超音波
33～～66分分
／／22ヶ所ヶ所

ⅠⅠ～～ⅣⅣ ありあり 要要
2020点点

末梢血管血行末梢血管血行
動態検査動態検査

fformorm
ABIABI

55分／分／
22ヶ所ヶ所

ⅠⅠ～～ⅣⅣ

重症重症××
ありあり 不要不要

form form 
TBITBI

55分／分／
22ヶ所ヶ所

ⅠⅠ～～ⅣⅣ

重症重症××
なしなし 不要不要

PV2000PV2000 1010分／分／
22ヶ所ヶ所

ⅢⅢ～～ⅣⅣ なしなし 不要不要 100100点点
血流量測定血流量測定

290290点点
脈波図脈波図,,心機図心機図,,
ﾎﾟﾘｸﾞﾗﾌ検査実ﾎﾟﾘｸﾞﾗﾌ検査実
施料施料++判断料判断料



SensiLase
PAD3000



測定画面測定画面

自動でSPP値を決定



考考 察察

ABIABIははASOASOの重症度を必ずしも反映しない症の重症度を必ずしも反映しない症

例も存在し、評価に用いる指標としては信頼例も存在し、評価に用いる指標としては信頼
度が低い。比較して度が低い。比較してTBITBIははASOASOの重症度をよの重症度をよ

く反映し、信頼度が高い。く反映し、信頼度が高い。

ASOASOの観察には、の観察には、ABIABI（前脛骨動脈・後脛骨（前脛骨動脈・後脛骨
動脈）と動脈）とTBITBIを併せて測定していくことが望まを併せて測定していくことが望ま

しい。しい。

超音波法・オシロメトリック法はスクリーニン超音波法・オシロメトリック法はスクリーニン
グに適し、レーザードップは重症趾の評価にグに適し、レーザードップは重症趾の評価に
適している。適している。
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